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2018 年度後期 授業改善アンケート集計結果に対するコメント 
―全学共通教育― 

 
共通教育研究センター長 有田 英也 

 
全学共通教育科目は、教養科目、外国語科目、スポーツ・ウエルネス科目、IT 科目、初

年次向けリテララシー科目である WRD 科目、データサイエンス科目から構成されています。

後期開講科目のうちアンケート実施対象科目は 191 科目あり、延べ 10,905 人が受講してい

ます。このうちアンケート実施が必須とされる 128 科目のうち 122 科目でアンケートが実

施され、延べ 5,050 人の回答を得ました。この場を借りて、協力いただいた受講生の皆さ

んに感謝します。また、貴重な授業時間を割いて授業改善のための資料を作ってくださっ

た先生方にも御礼申し上げます。ただ、アンケート実施必須科目のうち、担当者が昨年度

限りであった 3 科目を含む 6 科目が未実施に終わったのが残念でした。必須科目の実施率

は 95.3%で、任意科目のそれは 79.4%と高い数字ではあります。授業改善のため、より多

くの先生方に協力を呼びかけてゆきます。 
個々の科目の集計結果は Campus Square から自由に閲覧できます。ここでは全体を総覧

します。まず、授業の満足度の指標となる、「この授業は総合的に判断して自分にとって有

意義だった」の平均は、５段階評価で 4.12 と高い水準にあり、大学全体の 4.14 より劣るも

のの、昨年度前期の 4.11 に対して微増であり、また大学全体の講義科目の平均 4.06 を上回

っています。12 個の設問のうち高得点を意味する 4.0 以上のものが 9 項目あり、一昨年度

後期の 11 項目には及ばないものの、昨年度前期の 7 項目よりかなり改善されました。 
個別項目と「この授業は総合的に判断して自分にとって有意義だった」との相関係数、

つまり評価１から５までの回答数の分布が似ているかどうかを確かめると、0.86 という高

い相関を示しているのが「この分野への興味・関心が引き起こされた」という設問です。

全学共通教育の目的は学部での学びの垣根を越えた幅広い教養を身につけること、よりよ

く生きるための課題に気づくことにあるので、意欲ある学生の皆さんの評価を喜ぶととも

に、授業の充実に努めてこられた教員の皆さんに重ねて謝意を表します。 
課題もあります。本学の奨励するアクティブラーニングと関わる設問「教員は発言・議

論等授業参加を積極的に促した」が 3.61 にとどまり、2017 度後期の 3.65、昨年度前期の

3.53 と合わせて低迷気味です。大教室での講義という不利な条件もあるのでしょうが、今

後も教員の皆さんの促しと工夫を期待したいと思います。 
スポーツ・ウエルネス実技科目の設問「この授業は総合的に判断して自分にとって有意

義だった」への回答平均は 4.57 と極めて高いです。たしかに一昨年度の 4.80 という驚異的

数字と比べれば低下しており、昨年前期の 4.62 より微減してはいます。しかし、「十分に運

動することができた」は一昨年度および昨年前期の 4.73 に匹敵する 4.76 ですし、「あなた

の身体の健康、体力、生活習慣を見直す機会となった」という「生活の質（QOL）」への気
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づきを尋ねる設問が 4.62 と、一昨年度の 4.78 から昨年前期の 4.56 を経て回復傾向にあり

ます。経過を見守ってゆきたいと思います。学生のスポーツ・ウエルネスに対する関心の

高まりと、教員の皆さんの熱意とが、うまく出会うことを願います。 
全学共通教育科目は、基本的な学問を体系的に学べるよう、また今日的な諸問題に学生

みずから取り組む助けとなるよう多岐にわたって構成されています。その目標を端的に述

べれば教養、知力、スキルあるいは気づきとなるでしょう。このアンケートをもとに、今

後も学生の皆さんの興味・関心を引き起こす良質の授業を提供していこうと考えています。 
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